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10
月
号
の
広
報
で
は
、
町
内
に
お
け
る
肥

満
者
の
割
合
が
県
の
平
均
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
る
こ
と
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
該

当
者
も
県
内
で
２
番
目
に
多
い
と
い
う
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
肥
満
と
本
町
の
疾
病
構
造

と
の
関
連
性
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
か
ら
20
年
ま
で
の
３
年
間
の
平

均
を
見
る
と
、
死
因
の
１
位
は
が
ん
、
２
位

は
心
疾
患
、
３
位
は
脳
血
管
疾
患
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
三
大
生
活
習
慣
病
で
死

亡
す
る
割
合
は
、
全
死
亡
数
の
73
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
三
大
生
活
習
慣
病
の
う
ち
心
疾

患
と
は
、
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
な
ど
で
、
脳

血
管
疾
患
と
は
脳
梗
塞
、
脳
出
血
、
く
も
膜

下
出
血
な
ど
で
す
。
こ
の
２
つ
の
疾
患
の
危

険
因
子
は
共
通
し
て
お
り
、
肥
満
、
高
血
圧
、

高
脂
血
、
喫
煙
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
危
険
因
子
か
ら
自
分
を
守
る
に

は
、
検
診
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
医
療
機
関

を
受
診
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
日
々

の
生
活
か
ら
生
活
習
慣
の
改
善
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、
予
防
を
心
が
け
る
と
い
う
地
道
な
取

り
組
み
が
大
変
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
毎
日
の
健
康
づ
く
り
に
お
い

て
、
お
役
に
立
つ
の
が
、
町
で
今
作
成
を
進

め
て
い
る
「
貯
健
手
帳
」
で
す
。
今
月
号
で

は
、
コ
ツ
コ
ツ
と
健
康
を
貯
め
て
い
く
貯
健

手
帳
の
内
容
に
つ
い
て
少
し
詳
し
く
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

週
替
わ
り
で
、
ス
ト

レ
ッ
チ
や
健
康
に
関

す
る
豆
知
識
を
掲
載

し
ま
す
。

翌
週
の
行
事
や

イ
ベ
ン
ト
、
歳

時
記
な
ど
を
掲

載
し
ま
す
。

月
ご
と
に
、
そ
の
季
節
の
楽
し
み
方
や

注
意
す
る
こ
と
な
ど
、
健
康
的
な
生
活

を
送
る
た
め
の
お
役
立
ち
情
報
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
紹
介
し
た
内
容
は
、
大
人
用
貯
健
手
帳

の
も
の
で
す
が
、
他
に
高
齢
者
用
、
中
学
高

校
生
用
、
小
学
生
用
、
幼
児
用
と
、
年
代
ご

と
の
対
象
に
合
わ
せ
た
も
の
に
す
る
予
定
で

す
。

　

今
後
は
、
お
試
し
版
の
手
帳
を
、
公
共
施

設
な
ど
で
無
料
配
布
す
る
予
定
で
す
の
で
、

町
民
の
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
試
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
完
成
版
は
来
年
３
月
末
に
配
布
す
る

予
定
で
す
。

　

さ
あ
、
み
な
さ
ん
も
健
康
を
貯
金
し
、〝
日

本
一
健
康
な
ま
ち
七
ヶ
宿
〟
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室

　

担
当

：

今
野　

☎
３
７

－

２
１
９
４

メタボリック症候群は３大生活習慣病になる恐れがあります

普段から自分の健康を意識しましょう！

血
圧
や
体
重
の
記
録

の
他
に
、
予
定
や
出

来
事
の
記
録
に
も
活

用
で
き
ま
す
。

１
分
間
で
１
日
を
振
り
返

り
ま
す
。
わ
ず
か
10
項
目

で
す
が
、
心
と
体
に
効
く

大
切
な
事
柄
で
す
。
週
ご

と
に
内
容
が
変
わ
り
ま
す
。

だれもがだいすきな水守の郷　しちかしゅく
「地場産品（土産品）の一品開発」プロジェクト事業
商品化に向けてスタートします。商品づくりをやってみたい方を募集します！！

　９月に開催された審査会の結果につきましては、まちだより１０月号でお知らせしましたが、

その後の商品化についての方針が決定しましたのでお知らせするとともに、商品づくりに携

わってみたいという方を募集します。

　審査会には、たくさんの作品のエントリーがありましたが、入賞した作品をそのまま商品と

するのではなく、それらの中に込められたアイディアをピックアップし、言わば良いとこ取り

をすることで、七ヶ宿町にふさわしい新しいお土産品づくりをしていきます。

１. 商品化についての方針

①　�お土産品の第１弾として、最初に取り組むのはお菓子とし、クッキーなどある程度の日持

ちのするものにします。

②　�町内の直売施設やイベントで販売し、訪れたお客様が食されるような商品など、七ヶ宿町

を訪れると食べられる商品も検討します。

③　�主原料は、すでにブランド化され知名度が高い“源流米を利用した米粉”、“そば街道の町

内産そば粉”などとします。

④　�主原料に合わせる原料として、“町内産のえごま、果物、みそ、炭”などを取り入れた商

品を検討します。

　審査会に結集されたアイ
ディアと、源流米やそばな
どのブランドを融合させ、
七ヶ宿ならではの商品づく
りを目指します。

２. 今後のスケジュール

　来年の２月いっぱいまで試作品づくりを行い商品の質を上げていきます。同時に４月以降の

製造販売に向けて販路やパッケージなどの販売戦略を検討し、起業を応援していきます。

３. 商品づくりをやってみたい方を募集します。

　新しいお土産品づくりをやってみたい方を募集します。ただし、アルバイト募集とは違い、

上に記した方針を理解のうえ、自ら創意工夫し起業していくという熱意のある方をお待ちして

います。町ではやってみたい方を応援します。詳しくは担当者までお問い合わせください。

　お問い合わせ先　総務課プロジェクト推進室　担当：今野　☎ 0224 － 37 － 2194

の実現に向けて

審査会には商品と一緒にたくさんのアイディアが結集されました

すばらしい環境の中で栽培される米やそば


